
家の風水害対策
屋　根

わが家の風水害対策
　あなたの家の風水害対策は万全ですか。家の中や周囲をしっかりとチェックしてみま
しょう。また、普段から避難所を決めて「わが家の防災メモ」に記入しましょう。家族や知
人の連絡先なども記入しておきましょう。

瓦のひび・ずれなどはない
か。トタンのめくれ・はが
れはないか。

ブロック塀

窓ガラス
ひび割れ、窓枠のガタツキは
ないか。また強風による飛来
物などに備えて、外側から板
でふさぐなどの処置を。

ベランダ
鉢植えや物干し竿など飛散の
危険が高いものは室内へ。

側溝
目詰まりしていないか。
雨水が速やかに排出されるか。

雨どい・雨戸
雨どいに落ち葉や土砂が詰
まっていないか。継ぎ目の
はずれや塗装のはがれ、腐
りはないか。雨戸にガタツ
キやゆるみはないか。

外　壁
モルタルの壁に亀裂は
ないか。板壁に腐りや
浮きはないか。プロパ
ンガスのボンベは固定
されているか。

ひび割れや破損箇所はないか。

わが家の防災メモ

家族・知人の名前
災害時の緊急連絡先
家族の集合場所
わが家の避難所

生年月日 血液型 会社・学校の電話番号 その他

建造物の被害

取り付けの不完全な看板やトタン
板が飛び始める。

立っていられな
い。
屋外での行動は
危険。

しっかりと身体を
確保しないと転倒
する。

風に向って歩け
ない。
転倒する人も
でる。

風に向って歩きに
くくなる。
傘がさせない。

やや
強い風

強い風

非常に
強い風

10～15m/s

猛烈な風
屋根が飛ばされたり、木造住宅の
全壊が始まる。

ビニールハウスが壊れ始める。

鋼製シャッターが壊れ始める。風で
飛ばされた物で窓ガラスが割れる。

ブロック塀が壊れ、取り付けの不完全
な屋外外装材がはがれ、飛び始める。

15～20m/s

人への影響平均風速 予報用語 屋外・樹木の
様子

30m/s以上

25～30m/s

20～25m/s

小枝が折れる。

樹木全体が揺れ
る。電線が鳴る。

樹木が根こそぎ倒
れはじめる。

災害発生状況

非常に
激しい雨

この程度の雨でも長く続くときは注意
が必要

滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）。

バケツをひっくり返
したように降る。

どしゃ降り

ザーザーと降る。
やや
強い雨

強い雨

激しい雨

10～20mm

猛烈な雨 雨による大規模な災害の発生するおそれ
が強く、厳重な警戒が必要

息苦しくなるような
圧迫感
恐怖を感じる。

側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の
崖崩れが始まる。

山崩れ･崖崩れが起きやすくなり危険地帯
では避難の準備が必要
都市では下水管から雨水があふれる。

都市部では地下室や地下街に雨水が流れ
込む場合がある。マンホールから水が噴出
する。土石流が起こりやすい。多くの災害が
発生する。

20～30mm

人の受ける
イメージ1時間雨量 予報用語 人への影響

80mm～

50～80mm

30～50mm

地面からの跳ね
返りで足元がぬ
れる。

傘をさしていて
もぬれる。

傘は全く役に立
たなくなる。

風の強さと吹き方

雨の強さと降り方

雨と風
　雨量や風速に応じて、下表（気象庁の解説表を加工）に示す予報用語を用いて、天気
予報が発表されます。雨や風の人への影響や、災害の発生状況などを普段から確認し
ておきましょう
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千葉県土砂災害警戒情報システム（携帯電話）
　千葉県では、土砂災害警戒情報を補足する詳細情報を携帯端末でも提供しています。
外出先で大きな降雨に遭った場合にも、土砂災害が発生する危険度に関して情報収集
ができます。以下のURLで閲覧できます。

携帯電話による情報提供

http://dosyabo.bousai.pref.chiba.lg.jp/mobile/

土砂災害警戒情報発表状況、危険度
（5ｋｍメッシュ）、降水状況（1ｋｍ
メッシュ）、市町村ごとの個別詳細情
報を提供

降雨状況・市町村ごとの情報

千葉県土砂災害警戒情報システム（インターネット）
　千葉県では、土砂災害警戒情報を補足する詳細情報をインターネットで提供してい
ます。大雨時にはこれらの情報を収集して、土砂災害が発生する前に早期避難を心がけ
てください。以下のURLで閲覧できます。

システム画面

http://dosyabo.bousai.pref.chiba.lg.jp/

現在ＣＬを超過している。
厳重警戒

現在ＣＬは超過していないが、
今後 2時間以内に超過が予想
される。

警戒

現在ＣＬを超過している。
厳重警戒

現在ＣＬは超過していないが、
今後 2時間以内に超過が予想
される。

地図上で他の気象予報区をクリッ
クすると気象予報区の表示変更が
可能

警戒

地図上をクリック
すると該当気象予
報区レベルで拡大

クリック！

クリック
！

避難のときに危険となる場所
　避難所までの路上には、いろいろな危険が潜んでいます。地図に代表的な危険箇所
を示していますが、日頃から身の回りの様子を観察し、大雨のときに危険な場所を確認
しておきましょう。

水路の周辺

　水路には、ガードレールなどの防護柵がない
ことがあります。浸水時には、水路の場所が判ら
なくなり、流される危険があります。
　特に、大雨のときの田んぼの見回りは危険です。

橋

　洪水や土石流によって、橋が流出することが
あります。
　橋を渡らないで避難所へいける経路を普
段から考えておきましょう。橋を渡らないと避
難所へ行けない場所では、早めの避難を考え
ましょう。

浸水しやすい場所

　周辺よりも低くなっているところは、水がたま
りやすいので注意が必要です。
　特に、大雨のときの車でのアンダーパスの通
過は、非常に危険ですので、十分に注意してく
ださい。

土砂災害危険箇所

　土石流危険渓流や「がけ」は、大雨が降ると土
石流が発生したり、崩れるおそれがあります。大
雨のときには近づかないようにしましょう。また、
土石流危険渓流や「がけ」の近くに住宅がある
場合には、早めの避難を心がけましょう。

災害時要援護者への避難の協力

目の不自由な方には

身体の不自由な方には

耳の不自由な方には

知的・精神的障がい者には 妊婦の方・乳幼児には

　誘導するときには、
声をかけながら杖を持
っていない腕のひじの
あたりに軽く触れるか、
腕を貸してゆっくり歩
きましょう。

　それぞれの人に適
した誘導方法を確認
し、早めの避難を心
がけましょう。車椅
子の場合、階段では
必ず3人で協力し、
上がるときは前向き
に、下りるときは後
ろ向きにして、恐
怖感を与えないよ
うにしましょう。

高齢の方や病気の方には

　背負ったり、ひじ
や肩につかまっても
らったりして誘導し
ましょう。常備薬は
忘れずに。

　手話、筆談、身振りなどで現在の状況を
知らせましょう。

　ゆっくり話しかけて、気持ちを落ち着か
せ、避難所まで一緒に行動しましょう。

　困っていることがないか声
をかけ、避難所まで一緒に行
動しましょう

　お年寄りや乳幼児、障がいのある人は、早めの避難が必要です。近所のお年寄りな
どの避難に協力しましょう。

OFFOFF

いざ避難

避難時の心得

　日頃から避難に必要なものを整理しておくとともに、避難の手順について家庭で話し
合いをしておくと、いざというとき、あわてずに避難ができます。また、避難するときは、ラ
ジオや広報車からの情報を確認し、ひとりで行動せず、必ずグループで行動しましょう。

　インターネット、ラジオ、テレビで
最新の気象情報、災害情報、避難情報に
注意しましょう。

　雨の降り方、浸水の状況、屋外の状
況に注意し、危険を感じたら早めに行
動することを心がけましょう。

　ガスの元栓、電気のブレーカーも忘
れずに止めましょう。

　避難するときは、動きやすい格好で、
2人以上での行動を心がけましょう。

　浸水しているところでは、車が水に
浸かり動かなくなることがあります。
また、緊急車両の通行の妨げになるこ
ともありますので、できる限り車での
避難はやめましょう。
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　危険が迫ったときには、町役場や警
察署などから避難の呼びかけをするこ
とがあります。
　呼びかけがあった場合には、速やか
に避難しましょう。
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報道機関自治会長
自主防災会警　察

消防団

消防署
消防本部

町 民 の 皆 さ ん

長 南 町 役 場
 （避難準備情報・避難勧告・避難指示）
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情報の入手先
　大雨警報、大雨注意報などが発表された場合には、テレビ、ラジオのほか、下表に示
すホームページなどから、雨量に関する情報、河川の水位に関する情報、避難勧告な
どの避難に関する情報を収集しましょう。

http://i.river.go.jp/

http://www.river.go.jp/

携帯電話版

http://chonan.maap.net/kurashi/kurasi/kinkyu.html

http://www.jma.go.jp/jma/index.html

パソコン版

http://www.bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/

パソコン版 http://chibapref.bosai.info/

http://chibapref.bosai.info/mobile/do/

http://chibapref.bosai.info/mobile/vf/

http://www.town.chonan.chiba.jp/

千葉県防災ポータルサイト

防災気象情報千葉
雨量と河川の
水位情報サイト

http://chibapref.bosai.info/mobile/au/

携帯電話版

長南町

長南町の防災・緊急情報

国土交通省川の防災情報

気象庁

避難に関する情報

気象・河川・水位の情報

避難情報の伝達経路

はん濫危険水位

はん濫注意水位

避難判断水位

大
雨
注
意
報

大
雨
警
報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

種　類 内 　　容

河川が増水し、災害が発生するおそ
れがあると予想したときに発表

大雨による災害が発生するおそれが
あると予想したときに発表

基　　準

洪水注意報

大 雨 警 報

大雨注意報

大雨による重大な災害が発生するお
それがあると予想したときに発表

河川が増水し、重大な災害が発生する
おそれがあると予想したときに発表洪 水 警 報

記録的短時間
大 雨 情 報

台風や前線などの活動で、局地的に激しい雨を
観測したときに、警戒を呼びかけるために発表 1時間雨量　100mm

1時間雨量　50mm

種　類

1時間雨量　30mm
または

3時間雨量　80mm

警
　
報

注
意
報

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

水防団が出動し、警戒にあたる水位
住民は、洪水に関する情報に注意してください
（避難の準備開始）。

はん濫発生の危険性が非常に高くなる水位
住民は、この水位に達する前に避難を完了して
ください。

町が避難勧告の発令を検討する水位
住民は、避難を検討してください。

避難を開始するタイミング（２）

大雨警報等の発表基準

水位情報

　雨量や河川の水位などの状況に応じて、雨や河川及び土砂災害の危険情報が発表
されます。情報が発表されたら、避難することを考えましょう。

　雨量の状況に応じて、次のような基準で大雨警報や洪水警報が発表されます。

※注意報・警報の決定については、時間雨量を基本に河川の流域の状態や土壌の状態を指数化したものを使用しています。

　河川の水位が避難の目安となります。水位観測所の水位の状況に応じて、次のよう
な基準値が定められています。

土砂災害警戒情報

【土砂災害警戒情報】とは、「住民の自主避難」や「市町村の避難勧告」の
判断に役立てるための情報で、2時間以内に土砂災害の
危険性が非常に高まると判断される場合、
もしくは近隣で土砂災害が発生した
場合に発表されます。

土砂災害情報

避難を開始するタイミング（１）
　あなたが避難しようと思ったとき、おそらく外は大雨など「外に出たくない」と思わせ
る天気になっていると思います。しかし災害時には、早めの避難（自主避難）が大切で
す。危険を察知したら、速やかに避難しましょう。

雨の降り方が異常だ 河川の水位が上昇している

大雨洪水警報・土砂災害警戒情報等が発表された 避難勧告等が発令された

避難勧告等とは？
町民のみなさんがとるべき行動種　類

発表対象地域の方は、あらかじめ決めておいた避難
所への避難行動を開始してください。

発表対象地域で、「避難に時間が必要な方」や「避
難に際して介助が必要な方」は、家族や近所の方と
協力して避難行動を開始してください。それ以外の
方は、家族との連絡や非常持出品の確認など避難行
動の準備をしてください。

こんな放送が流れます

非常に危険なので、避難をしていない方は、大至急
避難してください。なお、避難することが困難な場
合には、鉄筋コンクリート等の堅固な建物の2階以
上（斜面と反対側の部屋）に避難するなど、生命を
守る最低限の行動をしてください。

避難準備情報

避難勧告

避難指示

「暗くならないうちに自主避難して
　ください。」
「避難に時間のかかる方は、避難し
　てください。」

「すぐに避難してください。」

「直ちに全員避難を完了しなさい。」

土砂災害の種類と前兆現象

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）

土石流

地すべり

　土砂災害は大きな破壊力を持つ災害ですが、発生場所や発生時刻を正確に予測
することが難しい現象です。土砂災害の種類や特徴・前兆現象を確認して、土砂災害
の危険を察知したら、速やかに避難してください。

　大雨や長雨、地震な
どの影響で、急ながけ
地や山の斜面が突然崩
れ落ちてきます。

　渓流の沢筋や谷筋か
ら、水を含んだ大量の土
砂や巨大な石が、一気に
おそってきます。

　斜面の一部がひび割
れて、ズルズルとすべり
落ちていきます。がけ崩
れに似ていますが、緩
い斜面でも発生します。

木が揺れる

根の切れる音がする

ひび割れが大きくなる

小石がばらばら落ちる

頭部のひび割れ

木が傾いたり倒れる

ひび割れが大きくなる

木が傾いたり倒れる

わき水がとまる
（あるいは、噴出す）

異常な山鳴り、地鳴り
山の木がザワザワ騒ぐ木の裂ける音

異常なにおい
川が急ににごったり、流木が混ざり始める

異常な山鳴り、地鳴り
山の木がザワザワ騒ぐ木の裂ける音

異常なにおい
川が急ににごったり、流木が混ざり始める

雨が降り続いている
のに、川の水が減る

ひび割れ、段差ができる

水が噴き出す

木の騒ぐ音、裂ける音がする

道路などにひび割れ

流水や池などが濁る

家が傾き、ふすまなどの開閉が困難

電柱が傾く

木の騒ぐ音、裂ける音がする

道路などにひび割れ

流水や池などが濁る

家が傾き、ふすまなどの開閉が困難

電柱が傾く

がけ崩れの前兆現象がけ崩れの前兆現象

土石流の前兆現象土石流の前兆現象

地すべりの前兆現象地すべりの前兆現象

水害発生の仕組み
　水害は、川から水があふれて発生するはん濫によって起こります。また、低地に水が
溜まることなどによって水害が発生することもあります。水害の発生する仕組みを理解
して、身の回りの地域では、どのようなタイプが発生しやすいか確認しておきましょう。

　大雨や雪解けによって、川の水の
量が増え、水かさが上がり始めます。

　川からあふれた水は、勢いよく流れ
出し、家に襲いかかります。

　川から流れ出した水は、場所によっ
ては家を破壊・流出したり、車を浮き上
がらせたりしながら広がります。水が浸
水してくると、すぐに水かさが高くなり、
歩行が困難になります。

川の水量の増加

川の水の流出

はん濫による被害の発生

ハザードマップの使い方（３）

非常持出品を準備する

チェックシート

　災害の発生に備えて非常時に持ち出すものを準備しておきましょう。掲載している非
常持出品は参考例で、家庭の事情にあわせて内容を決めましょう。また、持出品は定期
的に中身を確認しましょう。
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年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日 年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

チェック年月日 懐中電灯と電池

携帯ラジオと電池

携帯電話 飲料水

医療品

現金・貴重品

衣服・下着類

雨具

ろうそく(マッチ、ライター)

食料品(皿、フォークなども)

家族全員分を用意していますか？ 家族の実情に合った品物を用意して
いますか？

定期点検して、いつでも使えるよう
にしていますか？
保存期間などにも注意しましょう。

避難の際は、食料や衣類など必要
なものを持参してください。

赤ちゃん：粉ミルク、ほ乳瓶、紙おむつなど
要介護者：看護用品、常備薬など

貴重品
現金（10 円硬貨があると
公衆電話の利用に便利）、
貯金通帳、印鑑、免許証、
権利証書など

飲料水
飲料水は 1 人 1 日 3 リットルを目安にペットボトルや
缶入りのミネラルウォーター。また、防災タンクにため
ておく。
食品
米（缶詰やレトルト、アルファ米も便利）、
缶詰やレトルトのおかず、ドライフーズ、チョコレート、
アメなどの菓子類、梅干し、調味料など

燃料
卓上コンロ、ガスボンベ、固形燃料

その他
生活用水（防災タンク（ポリタンク）などに備蓄）、
毛布・寝具、洗面用具、ドライシャンプー、
なべ、やかん、バケツ、各種アウトドア用品など

非常食
カンパン、缶詰など火を通
さないでも食べられるも
の。ミネラルウォーター。
缶切り、栓抜き、紙皿、紙
コップ、水筒など

救急医療品
絆創膏、傷薬、包帯、
かぜ薬、胃腸薬、鎮痛剤
など

携帯ラジオ
予備電池は多めに用意

携帯電話
電池式充電器

懐中電灯
できれば 1人に 1つ、予備
電池も忘れずに

その他
衣類、タオル、粉ミルク、紙おむつ、ウェッ
トティッシュ、合羽、ヘルメット、ライター、
ラップフィルム（止血や汚れた食器にかぶせ
て使う）など

一次持出品

二次持出品

一次持出品は、避難するときまず最初に持ち出すべきものです。

二次持出品は、
災害復旧までの数日間（最低 3日分）を生活できるよう準備しておくものです。
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○○地区

○○地区
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国
道
○
○
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ハザードマップの使い方（２）

避難経路を考える

災害時の対応を話し合う

　「自宅周辺の危険箇所」、「避難所」、「避
難経路」について、家族やご近所の方と話
し合ってください。家族やご近所でこれら
の情報を共有し、いざというときに協力し
合うことが重要です。

　自宅から最寄りの避難所（ 3で決めた
施設）までの避難経路を考えてください。
できるだけ「土砂災害の危険な場所」や
「浸水の危険な場所」が少ない経路を選
びましょう。
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自分の目で確認する

　2～4で確認した施設や経路について、
実際に歩いて見ましょう。そのときには、
「施設が安全か？」や「安全に通行できる
か？」など避難の際に注意すべきことや知
っておくべきことを、自分の目で確認して
おいてください。
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　避難所までの避難経路を考え実際に歩いて見ましょう。また、普段から災害時の対
応について話し合っておきましょう。

○○区

○○区

○○区

○○区

○○小学校

○○区

○○区

○○区

○○区

○○小学校

○○区

○○区

○○区

○○区

○○小学校

土石流

浸水想定区域

がけ崩れ

自宅をチェック

国
道
○
○
号

国
道
○
○
号

国
道
○
○
号

ハザードマップの使い方（１）
　裏面の地図に「ご自宅の位置」、「避難のとき危険となる場所（12ページ参照）」
など、自分が必要とする情報を書き込んで、【ご自分のハザードマップ】を作成して
ください。

自宅の位置を確認する

大雨のときに危険になる場所を確認する

避難する場所を確認する

　浸水や土砂災害による被害が想定
される範囲を裏面の地図に示してあり
ます。
　自宅周辺にある水路や橋など、大雨
のときに危険となる場所を確認してく
ださい。

　町が指定した避難所を裏面の地図
に記載していますので、最寄りの避難
所の「名称」と「場所」を確認してくださ
い。なお、町の施設までの距離が離れて
いる場合には、地域で避難所となるよう
な安全な施設（地域の公民館など）を
決め、その場所をマップに書き込んでく
ださい。
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　裏面の地図に表示してある国道や
県道の位置、行政区の名称、避難所と
なっている学校などを目標にして、ご
自宅の位置を確認しましょう。

防災マップについて
　この地図は、現在の整備状況で、50年に1回程度の大雨（一宮川流域の2日間総雨量
324mm）によって、一宮川等（一宮川、水上川、三途川、鶴枝川、埴生川、佐坪川、小生
田川）がはん濫した場合を想定した浸水範囲と浸水の深さ（浸水想定区域）を示して
います。また、地図には土砂災害危険箇所（土石流危険区域、急傾斜地崩壊（がけ崩れ）
危険箇所）を表示しています。
　なお、図示している浸水想定区域は、一宮川等がはん濫した場合であり、その他の
河川や水路などからの浸水では、図示されていない場所で浸水したり、浸水箇所が拡
大したりすることがあります。また、土砂災害危険箇所以外でも、土砂災害が発生する
こともありますので、ご注意ください。

お問合せ先　長南町総務課・事業課
TEL 0475-46-2111（代表）

E-mail   soumu@town.chonan.chiba.jp　kensetu@town.chonan.chiba.jp

平成21年度作成

保 存 版保 存 版

長 南 町 防 災 マップ
（洪水・土砂災害ハザードマップ）
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